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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受精鳥卵の生産性を高める方法であって、
　ａ）前記卵の外表面を：
　　ｉ．水性溶剤、
　　ｉｉ．皮膜形成性コーティング剤、および
　　ｉｉｉ．１種または複数種の界面活性剤、
　を含む液体コーティング組成物で処理するステップ、
　ｂ）前記液体コーティング組成物で前記卵にコーティングを形成するステップ、
　ｃ）前記卵をすすいで、前記卵からコーティングを除去するステップ、
　ｄ）前記卵を孵化可能な条件下で孵卵させるステップ、
を含み、
（ａ）～（ｃ）に定義されているとおり処理されていない対照卵と比して前記鳥卵の生産
性が高まる、方法。
【請求項２】
　前記コーティング組成物が、前記卵の外表面の温度よりも少なくとも５℃高い温度で前
記卵に適用される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記界面活性剤が、コーティング組成物の表面張力を２０～５０ｍＮ／ｍとする、請求
項１に記載の方法。
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【請求項４】
　１）前記液体コーティング組成物の適用前に水性溶剤で前記卵を１回または複数回すす
ぐステップ、または、２）ステップ（ｂ）において前記コーティングを形成させた後であ
って、ステップ（ｃ）において前記コーティングを除去する前に、１～約３０日間の間前
記卵を保管するステップ、または、上記ステップの任意の組み合わせをさらに含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記液体コーティング組成物が、抗菌剤、または、着色剤をさらに含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項６】
　前記皮膜形成性コーティング剤が、前記液体コーティング組成物の０．５～２０重量％
のレベルで存在する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記皮膜形成性コーティング剤が、前記液体コーティング組成物の５重量％～１２重量
％のレベルで存在する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記液体コーティング組成物が、前記卵を前記組成物中に浸漬させることにより、また
は、前記組成物を前記卵に噴霧することにより適用される、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、孵化場生産性を高めるための、受精鳥卵を処理するための方法および組成物
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ニワトリ、シチメンチョウ、カモおよびガチョウを含む家禽および家禽卵に対するます
ます高まる需要が存在している。産業においては、卵および食肉を生産する飼育場の生産
性を高めることが強く望まれており；従って、高品質の鳥卵のより優れた生産性を達成す
ることが産業的に非常に重要である。
【０００３】
　孵卵プロセス中の成長中の胚子の呼吸は卵殻を通じた気体の拡散により生じる。孵卵の
最中に、卵は、主に水の損失により、その重量を特定量で失ってしまう。卵からの水の損
失速度は、胚子の発育速度、嘴打ち前の酸素消費速度、代謝率およびガス交換に影響を与
える可能性がある。
【０００４】
　制御された産卵および孵卵条件下においても、高品質の卵および家禽の生産に相当に困
難な状況をもたらす数々の問題が生じる場合がある。通常、特に保管および輸送中の不適
切な温度および／または湿度制御によって悪い結果がもたらされる。
【０００５】
　相当な期間にわたって温度または湿度が過度に高いかまたは過度に低いいずれの場合、
殻の状態に重篤な変化が生じ、従って、胚子の異常成長および発育が生じる可能性がある
。追加の問題が不適切な通気、転卵および環境衛生により生じる。しかも、微生物による
種卵殻への侵入は、胚子死亡率、弱い卵殻、弱い雛、高い雛死亡率、ならびに、悪い雛の
成長および品質をもたらす。
【０００６】
　家禽卵の生産性および孵化率を高めるための試みは、卵孵卵中の環境条件の最適化、病
害防除のための卵への抗生物質の噴射、ならびに／または、殻表面上の微生物の数を低減
させるための燻蒸剤または他のタイプの殺菌剤での卵の処理を含んでいた。加えて、孵化
場建物、孵化場器具、卵輸送器具等の衛生は、良好な孵化率および高品質の幼鳥に重要で
ある。
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【０００７】
　家禽卵の殻を直接的に処理する特定の方法が技術分野において公知である。これらの処
理のいくつかは、酸化剤の水溶液などの抗菌剤の皮膜形成剤を用いない適用を含む。これ
らの処理のいくつかは孵化率を高めることが示されたが、抗菌性の効果は一時的であり、
この処理では、卵の微生物性汚染が生じ得る輸送期間または保管期間の最中の抗菌性保護
は可能ではない。加えて、これらの処理は、殻の機械的補強、または、保管期間あるいは
輸送期間中の有効な気体遮断性のいずれももたらさない。
【０００８】
　ＳｐｅｎｃｅｒおよびＢｅｃｋｅｒ（Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ　Ｆａｒｍ　Ｅｌｅｃｔｒ
ｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ，Ａｎｎｕａｌ　Ｐｒｏｇｒｅｓｓ　Ｒｅｐｏ
ｒｔ，１９７０年，第４６巻，第１～２ページ）には、孵卵前に保管された卵の孵化率を
維持するための種卵用のプラスチックコーティングが開示されている。このようなコーテ
ィング材料としては、アクリル樹脂、ヒドロプロピルセルロース、およびポリビニルアル
コールが挙げられる。この研究におけるコーティング処理のいずれも、統計的有意性をも
って、生産性または孵化率を対照よりも増加させることはなかった。
【０００９】
　Ｘｉｅら［Ｊ．Ｆｏｏｄ　Ｓｃｉ．，２００２年，６７：第２８０～２８４ページ］は
、大豆タンパク質または乳性タンパク質単離物、カルボキシメチルセルロースおよびコム
ギグルテンなどの可食材料による卵殻のコーティングは処理された卵殻の機械特性を高め
ることを示した。この研究は、このようなコーティングは、卵殻の機械特性を増強させる
と共に卵の微生物汚染を最低限とし得ることを示唆した。Ｗｏｎｇら［Ｐｏｕｌｔｒｙ　
Ｓｃｉ．，１９９６年，７５：第４１７～４２２ページ］は、鉱物油、卵アルブミン、大
豆タンパク質単離物、コムギグルテンおよびコーンゼインを含有する殻コーティングを記
載している。これらの研究は、生産性または孵化率の増加は実証していなかった。
【００１０】
　国際公開第２００８／０８４４８５号パンフレットは、卵表面を低濃度の種々のコーテ
ィング剤で処理する工程、および、卵をすすぐことなく卵を孵卵させる工程を含む種卵の
孵化率を高める方法に関する。
【００１１】
　それ故、悪影響を及ぼすことなく単純で効率的な方法論を用いて保管期間および輸送期
間の最中に高品質の卵の生産性を高める必要性が認識されている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、上記に明らかにされた問題を以下の方法および組成物であって、特に、水性
溶剤、皮膜形成性コーティング剤および界面活性剤を含む液体コーティング組成物で種卵
を処理して、卵にコーティングを形成する方法で解決するものであり、このコーティング
は、保管期間および輸送期間の間は卵に残され、必要な場合には、孵化のために卵を孵卵
させる前に水性溶剤で卵からすすいで除去してもよい。
【００１３】
　一態様においては、本発明は受精鳥卵の生産性を高める方法を含み、前記方法は、
　ａ）卵の外表面を：
　　ｉ．水性溶剤、
　　ｉｉ．皮膜形成性コーティング剤、および
　　ｉｉｉ．１種または複数種の界面活性剤、
　を含む液体コーティング組成物で処理するステップ、
　ｂ）前記液体コーティング組成物で卵にコーティングを形成するステップ、および
　ｃ）卵を孵化可能な条件下で孵卵させるステップ；を含み、（ａ）～（ｂ）に定義され
ているとおり処理されていない対照卵と比して前記鳥卵の生産性を高める。
【００１４】
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　特定の態様において、コーティング組成物は、卵の外表面の温度より高い温度で卵に適
用され、例えば、液体コーティング組成物は、卵の外表面の温度よりも少なくとも５℃高
いことが好ましい。
【００１５】
　上記に提供されている方法の他の態様においては、ステップ（ｃ）の前にコーティング
を除去するさらなるステップが含まれてもよい。
【００１６】
　本発明は：
　ａ）水性溶剤、
　ｂ）皮膜形成性コーティング剤、および
　ｃ）１種または複数種の界面活性剤
を含む卵の外表面をコーティングするための液体コーティング組成物をさらに含み、
ここで、前記液体コーティング組成物は、前記卵の外表面から容易に除去可能である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　量、濃度あるいは他の値、または、パラメータが、範囲、好ましい範囲、または、好ま
しい上方値および好ましい下方値の列挙いずれかとして記載されている場合、これは、範
囲が個別に開示されているかに関わらず、任意の範囲上限または好ましい値と、任意の範
囲下限または好ましい値との任意の対から形成されるすべての範囲を特定的に開示してい
ると理解されるべきである。本明細書において数値の範囲が言及されている場合、他に明
記されていない限りにおいて、この範囲は、その端点、ならびに、その範囲内のすべての
整数および少数を含むことが意図される。本発明の範囲が範囲の定義において言及されて
いる特定の値に限定されることは意図されていない。
【００１８】
　本発明は、卵の外表面にコーティングを適用することにより高品質の種卵の生産性を高
めることが可能であるという知見に基づく。本明細書に記載の液体コーティング組成物お
よび方法は、殻の機械的補強、有害な環境条件に対する保護、汚染の予防、卵血統の区別
を促進させると共に、保管期間または輸送期間中の適切な気体交換を可能とする。さらに
、このコーティングはまた、コーティングにより孵卵に悪影響が及ばないよう、孵化のた
めの卵の孵卵の前に容易に除去可能である。これらの特性は、被覆されていない卵と比し
て、特に長期の保管期間および輸送期間にわたって被覆された卵の全体的な生産性を高め
る。
【００１９】
　明確性のために、本明細書において用いられている用語は、本明細書に説明されている
と理解されるべきであり、または、このような用語は本発明技術分野における当業者によ
って理解されるであろうと理解されるべきである。追加的な、本明細書において用いられ
ている特定の用語の説明は以下のとおりである。
【００２０】
　本明細書において用いられるところ、「種卵」という用語は、特にこれらに限定されな
いが、例えばニワトリ、シチメンチョウ、ガチョウ、ダチョウ、カモおよびウズラを含む
家禽卵を指す。好ましくは、これらの家禽卵は、ニワトリまたはシチメンチョウ卵である
。
【００２１】
　本明細書において用いられるところ、「液体コーティング組成物」という用語は、特定
量の水性溶剤、皮膜形成性コーティング剤および１種または複数種の界面活性剤を含む組
成物を指す。液体コーティング組成物は、卵の外表面に適用されて、前記表面上にコーテ
ィングを形成することが好ましい。このコーティングは容易に除去可能であり得、孵化の
ための孵卵の後に卵の高い生産性を提供する。
【００２２】
　この文脈における「連続的」または「実質的に連続的」という用語は、被覆されていな
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い領域、くぼみおよび孔などのコーティング欠損が伴わないかまたは実質的に伴わない卵
殻外側表面を覆うコーティングを指す。
【００２３】
　「水性溶剤」という用語は、卵の外表面への水分散性のコーティング剤および界面活性
剤の適用を促進する任意の溶剤および水（または水のみ）を指す。同一の水性溶剤を利用
して、被覆された卵をすすいで、必要に応じてコーティングを除去してもよい。
【００２４】
　本明細書において同義的に用いられ得る「水溶性または水分散性のコーティング剤」ま
たは「皮膜形成性コーティング剤」という用語は、皮膜を形成し、利用されて卵の外表面
に対して保護コーティングをもたらす薬剤を指す。これらの薬剤は、水溶性または水分散
性である。これらの薬剤は以下にさらに詳細に説明されている。
【００２５】
　本明細書において用いられるところ、「界面活性剤」という用語は、溶解される液体の
表面張力を低減させることが可能である通例公知である化学薬剤を指す。本文脈において
は、界面活性剤は、被覆される表面の濡れ性を補助し得ると共に、皮膜による被覆も補助
するであろうと考えられている。本発明の有用な界面活性剤は以下に詳細に記載されてい
ると共に、シリコーン系界面活性剤を含む。
【００２６】
　「シリコーン系界面活性剤」という用語は、１個もしくは複数個のＳｉ－Ｃ結合、また
は、１個もしくは複数個のＳｉ－Ｏ－Ｃリンケージを含有する界面活性剤分子である。例
は、シリコーン－ポリオールコポリマー、トリシロキサンエトキシレート、ポリエーテル
－ポリジメチル－シロキサン－コポリマー、ジ第４級ポリジメチルシロキサン、アルキル
－ポリメチルシロキサンコポリマーおよびポリアルキレンオキシド変性ヘプタメチルトリ
シロキサンである。
【００２７】
　本明細書において用いられるところ、「生産性」という用語は、健常で、高品質で丈夫
な雛がもたらされる良好な孵卵および受精卵の孵化を指す。生産性に寄与する要因は孵化
率および卵質である。
【００２８】
　本明細書において用いられるところ、「孵化率」とは、卵または結果的な雛の質とは独
立した、有精卵の孵化する割合である。
【００２９】
　「卵質」とは有精卵の品質を指し、以下に記載のとおり、ハウ単位および卵白高により
計測可能である。
【００３０】
　「孵化可能な条件下で」という用語は、孵化のために受精卵が供される標準状態を指す
。これらの条件は、温度および湿度の適正化を含み、一般に孵化場の技術分野における当
業者によって周知である。
【００３１】
　本明細書において用いられるところ、「容易に除去可能」という用語は、卵の外表面へ
の液体コーティング組成物の適用後に形成されたコーティングの除去を指す。コーティン
グは容易に除去され、卵を水性溶剤または溶液ですすぐことにより除去され得る。水溶液
は、約６０～１００重量％の水を含み、残渣成分が溶解成分である任意の溶液であり得る
。溶解成分としては、これらに限定されないが、アルコールなどの溶剤、可溶化剤、界面
活性剤、塩、キレート剤、酸および塩基を挙げることが可能である。
【００３２】
液体コーティング組成物の成分：
　以下に、本明細書に記載されている本発明の組成物の成分の詳細な説明が提供されてい
る。
【００３３】
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水性溶剤：
　本発明に有用な不活性溶剤としては水が挙げられる。用いられ得る追加の溶剤は、主に
水および低濃度の追加の成分を含む。追加の成分としては：好ましくは約１～約６個の炭
素原子および１～約６個のヒドロキシ基を含有する、モノアルコール、ならびに、単官能
性および多官能アルコールが挙げられ得る。例としては、エタノール、イソプロパノール
、ｎ－プロパノール、１，２－プロパンジオール、１，２－ブタンジオール、２－メチル
－２，４－ペンタンジオール、マンニトールおよびグルコースが挙げられる。また、より
高級のグリコール、ポリグリコール、ポリオキシド、グリコールエーテルおよびプロピレ
ングリコールエーテルが有用である。溶剤溶液の追加の成分としては、トルエン、キシレ
ン、クメンおよびフェノールなどのスルホン化アルキルアリールの遊離酸およびアルカリ
金属塩、または、フェノールエーテルもしくはジフェニルエーテルスルホン酸塩、アルキ
ルおよびジアルキルナフタレンスルホン酸塩およびアルコキシル化誘導体が挙げられ得る
。
【００３４】
皮膜形成性コーティング剤：
　皮膜形成性コーティング剤は、以下に詳細に説明されている任意の薬剤の少なくとも１
種であることが可能である。これらの薬剤は水溶性または水分散性であり得、水性溶剤で
容易に除去可能である。コーティングは、例えば、水溶液処理に供された場合に除去可能
である。
【００３５】
　皮膜形成性コーティング剤の例としては、これらに限定されないが、ポリビニルアルコ
ール、ポリビニルアルコールコポリマー、ポリビニルピロリドン、ポリアクリル酸、アク
リレートコポリマー、イオン性炭化水素ポリマー、およびポリウレタン、または、これら
の組み合わせが挙げられる。
【００３６】
　好ましくは、皮膜形成性コーティング剤は、液体コーティング組成物の重量基準で、０
．５～２０％、より好ましくは５～１２％のレベルで存在する。
【００３７】
ポリビニルアルコールおよびそのコポリマー：
　ポリビニルアルコールおよびそのコポリマーは、液体コーティング組成物の皮膜形成性
コーティング剤であり得る。ポリ（ビニルアルコール）とも称されるポリビニルアルコー
ルは、加水分解によりポリ酢酸ビニルから形成される。ポリビニルアルコールの物理特性
は分子量および加水分解度により制御される。加水分解度により格付けされるポリビニル
アルコールの通常入手可能なグレードは、８７～８９％グレード（１１～１３モル％の残
存酢酸ビニル単位を含有する）、９６％加水分解グレード（４モル％残存ビニルアセテー
ト単位を含有する）、ならびに、それぞれ、約９８％および９９％を超えて加水分解され
た「完全加水分解」および「過加水分解」グレードである。より低い加水分解度（例えば
７４％および７９％）もまた市販されている。いくつかの好ましい加水分解度は８５モル
％超、または、９２モル％超である。本発明のポリビニルアルコール成分はまた、少量（
約１５モル％以下）の他のモノマーでビニルアセテートのコポリマーを加水分解すること
により得られるものなどの、ビニルアルコールのコポリマーであることが可能である。好
適なコモノマーは、例えば、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸またはフマル酸、イ
タコン酸等のエステルである。また、ビニルアセテートの、例えばエチレン、プロピレン
またはオクタデセン等などのα－オレフィンといった炭化水素との共重合、ビニルブチレ
ート、２－エチルヘキサノエート、ステアレート、酢酸トリメチル、または、これらの同
族体（Ｃａｌｇａｒｙ，Ａｌｂｅｒｔａ，ＣａｎａｄａのＳｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
　Ｃｏｍｐａｎｙにより販売されているビニルエステルの「ＶＶ－１０」タイプ）等など
のより高級のビニルエステルとの共重合は、好適なポリビニルアルコールコポリマーに加
水分解されることが可能であるコポリマーをもたらす。他の好適なコモノマーは、Ｎ－置
換アクリルアミド、フッ化ビニル、アリルアセテート、アリルアルコール等である。また



(7) JP 5670917 B2 2015.2.18

10

20

30

40

50

、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸モノメチル等などの遊離不飽和酸もまたコモノ
マーとして作用することが可能である。
【００３８】
　文献において公知であるか、または、市販されている多様なグレードのために、当業者
は、７４～９９％超の範囲の平均加水分解度を有するポリビニルアルコール溶液を、単に
公知のまたは市販のグレードを任意の所望される比率でブレンドすることにより配合する
ことが可能である。従って、本記載において用いられている「部分加水分解グレードポリ
ビニルアルコール」という用語は、単一のグレードおよびグレードの混合物の両方を含む
と理解されるべきであり、「平均加水分解度」という用語は、混合物が用いられる場合に
は、混合物における部分加水分解グレードを（割合に基づいた適切な計量で）平均化する
ことにより、または、単一のグレードが用いられる場合には、単一グレードの平均加水分
解度を平均化することにより達成される加水分解度（例えば、「８８％グレード」は、同
一のグレード中での８７～８９％にわたる範囲の平均であり得る）を指すと理解されるべ
きである。
【００３９】
　液体コーティング組成物の柔軟性、水感受性、溶媒和の容易性、粘度、皮膜強度および
ポリビニルアルコール皮膜の粘着性の変化は、分子量および加水分解度を調節することに
より様々であることが可能である。一実施形態においては、本発明における使用のための
ポリビニルアルコールは、約８５％～９９％超の加水分解度を有する。他の実施形態にお
いて、ポリビニルアルコールは約９２％～９９％超の加水分解度を有する。一実施形態に
おいては、ポリビニルアルコールは、約４，０００～約２００，０００、または、約４，
０００～約１８６，０００、または、３０，０００～約１８６，０００の範囲内に属する
数平均分子量（Ｍｎ）を有する。他の実施形態において、ポリビニルアルコールは、約７
０，０００～１３０，０００の範囲内に属する分子量を有する。他の実施形態において、
種々の分子量のポリビニルアルコールをブレンドして、所望の特性を達成することが可能
である。一実施形態においては、ポリビニルアルコールは、溶液の約０．５％～約３０重
量％で、好ましくは約０．５％～約２０重量％で用いられる。より特定的な実施形態にお
いては、ポリビニルアルコールは、液体コーティング組成物の重量の約１％～約１５重量
％で用いられる。さらにより特定的な実施形態においては、ポリビニルアルコールは、液
体コーティング組成物の重量の約２％～約１２重量％で用いられる。
【００４０】
ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）：
　本発明の液体コーティング組成物の皮膜形成性コーティング剤は、ＰＶＰを約０．２５
～約５０重量％の濃度で含有していることが可能である。好適なグレードのＰＶＰは、Ｉ
ｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ（Ｗａｙｎｅ，ＮＪ
，ＵＳＡ）から入手可能である。このようなグレードとしては：約６，０００～約１５，
０００の分子量範囲を有するＫ－１５；約４０，０００～約８０，０００の分子量範囲を
有するＫ－３０；約２４０，０００～約４５０，０００の分子量範囲を有するＫ－６０；
約９００，０００～約１，５００，０００の分子量範囲を有するＫ－９０；および、約２
，０００，０００～約３，０００，０００の分子量範囲を有するＫ－１２０が挙げられる
。ＰＶＰの混合物を利用することが可能であり、ＰＶＰと他の皮膜形成化合物との組み合
わせを利用することが可能である。
【００４１】
　用いられるＰＶＰの量および分子量分布は、最終生成物の粘度、被覆面積、およびコス
トに影響を与えることとなる。粘度は、好ましくは約２０～約１０００センチポアズ、お
よびより好ましくは約２０～１００センチポアズであるべきである。典型的には、より低
分子量のＰＶＰは、同一の濃度でより高分子量のＰＶＰよりも粘性の低い生成物をもたら
すであろう。所与の濃度のＰＶＰについては、分子量範囲が高まると、粘度もまた高まる
こととなる。本発明は、任意の多数の分子量範囲を有するＰＶＰを利用することが可能で
ある。例えば、皮膜形成組成物は、上記のＰＶＰグレードＫ－１５、Ｋ－３０、Ｋ－６０
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、Ｋ－９０、またはＫ－１２０を利用することが可能である。しかしながら、約１５，０
００～約３，０００，０００の分子量分布を有するＰＶＰを用いることが好ましい。この
分子量分布を有するＰＶＰは、典型的には、容易に調製可能である粘度を有すると共に、
塗布された表面に視認可能な相互作用の兆候を示さずに表面から容易に洗浄される皮膜形
成組成物をもたらす。好ましい実施形態において、約１５，０００～約３，０００，００
０の分子量分布を有するＰＶＰは、約０．２５％～約４０重量％の濃度で存在する。他の
好ましい実施形態において、約６０，０００～約１，２００，０００の分子量分布を有す
るＰＶＰは、液体コーティング組成物の約２％～約３０重量％の濃度で存在する。
【００４２】
ポリアクリレート：
　本発明の液体コーティング組成物の皮膜形成性コーティング剤はまた、アクリレートエ
マルジョンポリマーを含んでいることが可能である。好ましいアクリレートポリマーは、
エチレン不飽和コモノマーの１種または複数種のコポリマーから構成されるものである。
本発明の組成物において有用なモノマーは、１種または複数種のエチレン不飽和極性また
は非極性、非イオン化モノマーおよび少なくとも１種のエチレン性不飽和カルボン酸を含
む。モノマーは、２つ以上のエチレン不飽和部位を含んでいることが可能であり、好適な
カルボン酸は、１つまたは複数のカルボキシル基を含んでいることが好ましい。好適なエ
チレン不飽和酸としては、アクリル酸、メタクリル酸、ブテン酸、マレイン酸、フマル酸
、イタコン酸および桂皮酸、ならびに、アクリルおよびメタクリル二量体酸などの二量体
酸、ならびに、前述の組み合わせが挙げられる。エチレン不飽和極性または非極性、非イ
オン化モノマーとしては、エチレン不飽和エステル、エチレン不飽和ニトリル、エチレン
不飽和アルコール、アリールビニル化合物およびアリールアルキルビニル化合物が挙げら
れる。商業的な入手可能性に基づいて、アクリレートポリマーは、アクリル酸またはメタ
クリル酸、シアノアクリレートおよびメタクリレート（例えば、アクリロニトリル）およ
び他の公知のアクリル、ビニルおよびジエンモノマーと組み合わせた、Ｃ1～Ｃ6アルキル
アクリレートまたはメタクリレートなどのアクリル酸エステルおよびメタクリル酸エステ
ルのコポリマーであることが好ましい。アクリレートポリマー成分は、任意により、架橋
剤として有効である１種または複数種の金属塩錯化剤を含有していることが可能である。
このような錯化剤は、存在している場合、アクリレートポリマーのカルボキシル側基と結
合して架橋ポリマーを形成し、これは、架橋されていない類似のアクリレートポリマーよ
りも耐水性である。好適な金属塩錯化剤としては、例えば炭酸亜鉛アンモニウムなどの亜
鉛を含有するものが挙げられる。他の有用な錯化剤としては、例えばジルコニウム、カル
シウム、マグネシウムおよび遷移金属を含む種々の金属の公知の塩が挙げられる。例示的
な錯化剤としては、炭酸亜鉛アンモニウム、炭酸カルシウムエチレンジアミンアンモニウ
ム、酢酸亜鉛アンモニウム、亜鉛アクリレートアンモニウム、亜鉛マレエートアンモニウ
ム、亜鉛アミノアセテートアンモニウムおよびカルシウムアニリンアンモニウム、ならび
に、前述のものの組み合わせなどの多価金属錯体が挙げられる。
【００４３】
　市販されているカルボキシル化アクリルポリマーエマルジョンを、単独で、または、本
発明の皮膜形成組成物と相互に組み合わせて用いることが可能である。好適な市販のエマ
ルジョンとしては、上記の金属錯化剤を含むもの、ならびに、金属錯化剤が添加されてい
ないものが挙げられる。好適な金属を含まないエマルジョンとしては、商品名「Ｒｈｏｐ
ｌｅｘ」ＮＴ　２６２４（Ｒｏｈｍ　ａｎｄ　Ｈａａｓ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｐｈｉｌａｄ
ｅｌｐｈｉａ，ＰＡ）；「Ｅｓｉ－Ｃｒｙｌ」２０／２０（Ｅｍｕｌｓｉｏｎ　Ｓｙｓｔ
ｅｍｓ，Ｖａｌｌｅｙ　Ｓｔｒｅａｍ，ＮＹ，ＵＳＡ）；および「Ｓｙｎｔｒａｎ」１９
０５（Ｉｎｔｅｒｐｏｌｙｍｅｒ　ｏｆ　Ｃａｎｔｏｎ，ＭＡ，ＵＳＡ）で入手可能であ
るものなどの市販されている材料が挙げられる。本発明の組成物への組み込みに好適な亜
鉛錯化剤を含有する市販のエマルジョンとしては、商品名「Ｄｕｒａｐｌｕｓ」Ｉおよび
「Ｒｈｏｐｌｅｘ」Ｂ－８２５（共にＲｏｈｍ　ａｎｄ　Ｈａａｓ製）、「Ｃｏｎｌｅｘ
」Ｖ（Ｍｏｒｔｏｎ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ，Ｃｈｉｃａｇｏ，ＩＬ，ＵＳＡ）お
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よび「Ｅｓｉ－Ｃｒｙｌ」２０００（Ｅｍｕｌｓｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｌｔｄ．，Ｖ
ａｌｌｅｙ　Ｓｔｒｅａｍ，ＮＹ，ＵＳＡ）で入手可能なものが挙げられる。当業者に公
知であるとおり、他の金属含有アクリレートエマルジョンおよび金属を含まないアクリレ
ートエマルジョンを用いることが可能である。
【００４４】
　アクリレートポリマー成分はエマルジョンとして調製されることが好ましく、本発明の
皮膜形成組成物中に、液体コーティング組成物の総重量に基づいて約０．２５～約３０重
量％、より好ましくは約２～約２０重量％の範囲の濃度で存在する。
【００４５】
界面活性剤：
　本発明に有用な組成物はまた、１種または複数種の界面活性剤を含有していることが可
能である。理論には束縛されないが、界面活性剤は、被覆される表面の濡れ性を補助する
と共に、皮膜による被覆をも補助するであろうと考えられている。好適な界面活性剤はシ
リコーン系界面活性剤が挙げられる。さらに、界面活性剤は、約２０～約５０ｍＮ／ｍ、
好ましくは約３０～約４５ｍＮ／ｍのコーティング組成物の表面張力をもたらす。界面活
性剤は、これらに限定されないが：Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ（Ａｌｌｅｎｔｏｗｎ，Ｐ
Ａ，ＵＳＡ）製のＡｍｐｈｏｔｅｒｉｃ　Ｎなどの両性界面活性剤；ＢＹＫ　Ｃｈｅｍｉ
ｅ（ＢＹＫ－Ｃｈｅｍｉｅ　ＧｍｂＨ，Ｗｅｓｅｌ，Ｇｅｒｍａｎｙ）から入手可能であ
るＢＹＫ３４８などのシリコーン界面活性剤；Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏ
ｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ，ＵＳＡ）製のＺｏｎｙ
ｌ（登録商標）ＦＳ３００などのフッ素化界面活性剤；および、Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌ（Ｍｉｄｌａｎｄ，ＭＩ，ＵＳＡ）から入手可能であるＴｒｉｔｏｎ　Ｎ－１０１など
のノニルフェノキシポリエトキシエタノール系界面活性剤を含む任意の表面活性化剤を含
んでいてもよい。他の好適な界面活性剤としては、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　＆　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌｓ（Ａｌｌｅｎｔｏｗｎ，ＰＡ，ＵＳＡ）から入手可能であるＳｕｒｆｙｎ
ｏｌ　４６５などのエトキシル化デシンジオール；Ｄｏｗから入手可能であるＴｒｉｔｏ
ｎ　ＣＦ－１０などのアルキルアリールポリエーテル；Ｄｏｗから入手可能であるＴｒｉ
ｔｏｎ　Ｘ－１００などのオクチルフェノキシポリエトキシエタノール；Ｓｈｅｌｌ（Ｈ
ａｇｕｅ，Ｎｅｔｈｅｒｌａｎｄｓ）から入手可能であるＮｅｏｄｏｌ　２３－５または
Ｎｅｏｄｏｌ　９１－８などのエトキシル化アルコール；Ｄｏｗから入手可能であるＴｅ
ｒｇｉｔｏｌ　１５－Ｓ－７、Ｓｔｅｐａｎ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｎｏｒｔｈｆｉｅｌｄ，
ＩＬ，ＵＳＡ）製のＳｔｅｏｌ－４Ｎ、２８％ナトリウムラウレススルフェート、Ｕｎｉ
ｑｅｍａ（Ｎｅｗ　Ｃａｓｔｌｅ，ＤＥ，ＵＳＡ）製のＴｗｅｅｎ２０またはＴｗｅｅｎ
６０などのソルビタン誘導体、ならびに、塩化ベンザルコニウムなどの第４級アンモニウ
ム化合物が挙げられる。他の好適な界面活性剤としては、Ｓｅｔｒｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｍｅｍｐｈｉｓ，ＴＮ，ＵＳＡ）製のＳｉｌｗｅｔ（登録商標）Ｌ－
７７、ＤｏｗＣｏｒｎｉｎｇ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓ（Ｍｉｄｌａｎｄ，ＭＩ，ＵＳＡ）製
のＤｏｗＣｏｒｎｉｎｇ（登録商標）Ｑ２－５２１１、または、Ｓｉｌｔｅｃｈ　Ｃｏｒ
ｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｔｏｒｏｎｔｏ，ＯＮ，Ｃａｎａｄａ）製のＳｉｌｓｕｒｆ（登録商
標）Ａ００８などのオルガノ－シリコーン界面活性剤が挙げられる。界面活性剤の使用に
おける好ましい範囲は、液体コーティング組成物の約０．００１～約１重量％、より好ま
しくは約０．００１～約０．５重量％、およびさらにより好ましくは約０．０１～約０．
２重量％である。
【００４６】
追加の成分：
　液体コーティング組成物に添加可能である追加の成分としては、抗菌剤、着色剤（染料
）、レオロジー変性剤、架橋剤、可塑剤、可溶化剤、酸化防止剤、ｐＨ調整剤、湿潤剤、
消泡剤、増量剤、加工助剤、および、追加の性能増強剤が挙げられる。
【００４７】
抗菌剤：
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　本発明に有用な抗菌剤は、無機もしくは有機薬剤、または、これらの混合物であること
が可能である。本発明は一連の任意の特定の抗菌剤に限定されず、抗菌剤が組成物中の他
の成分と化学的に適合している限りにおいて、抗菌剤、殺黴剤、消毒薬、殺菌剤、清浄薬
、殺菌薬、殺藻剤、防汚剤、防腐剤、および、前述のものの組み合わせ等などの任意の公
知の水溶性または水分散性抗菌性が本発明の組成物に含まれていてもよい。抗菌剤の好適
なクラスが以下に記載されている。本明細書において用いられている「無機抗菌剤」とい
う用語は、抗菌特性を有する銀、亜鉛、銅等などの金属または金属イオンを含有する無機
化合物に対する一般用語である。本明細書において用いられている「有機抗菌剤」という
用語は、そのすべてが抗菌特性を有すると共に、一般に、窒素、硫黄、リン、または、同
様の元素を含有する天然抽出物、低分子量有機化合物および高分子量化合物に対する一般
用語である。有用な天然抗菌剤の例は、ナイシン、リソチーム、山葵抽出物、マスタード
抽出物、ヒノキチオール、茶抽出物等などのキチン、キトサン、抗菌性ペプチドである。
抗微生物特性を有する高分子量化合物としては、技術分野において公知であるとおり、ポ
リマー直鎖または分岐鎖、例えばホスホニウム塩－含有ビニルポリマーに結合している、
アンモニウム塩基、ホスホニウム塩基、スルホニウム塩基、または、同様のオニウム塩、
フェニルアミド基、ジグアニド基を有するものが挙げられる（Ｅ．－Ｒ．Ｋｅｎａｗｙお
よびＹ．Ａ．－Ｇ．Ｍａｈｍｏｕｄ「Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌｌｙ　ａｃｔｉｖｅ　ｐｏｌ
ｙｍｅｒｓ，　６：　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　ａｎｄ　ａｎｔｉｍｉｃｒｏｂｉａｌ　ａｃ
ｔｉｖｉｔｙ　ｏｆ　ｓｏｍｅ　ｌｉｎｅａｒ　ｃｏｐｏｌｙｍｅｒｓ　ｗｉｔｈ　ｑｕ
ａｔｅｒｎａｒｙ　ａｍｍｏｎｉｕｍ　ａｎｄ　ｐｈｏｓｐｈｏｎｉｕｍ　ｇｒｏｕｐｓ
」，Ｍａｃｒｏｍｏｌ．Ｂｉｏｓｃ．，３：第１０７～１１６ページ，２００３年）。有
用な低分子量抗菌剤の例としては、クロルヘキシジン、クロルヘキシジングルコネート、
グルタラール、ハラゾン、ヘキサクロロフェン、ニトロフラゾン、ニトロメルソール、チ
メロソール、Ｃ１～Ｃ５－パラベン、次亜塩素酸塩、クロフカルバン、クロロフェン、フ
ェノール、マフェナイドアセテート、塩酸アミナクリン、第４級アンモニウム塩、塩素お
よび臭素放出性化合物（例えばアルカリおよびアルカリ土類次亜塩素酸塩および次亜臭素
酸塩、イソシアヌレート、ヒダントインの塩素化誘導体、スルファミド、アミン等）、過
酸化化合物および過酸化合物（例えばペルオキシ酢酸、ペルオクタン酸）、プロトン化短
鎖カルボン酸、オキシクロロセン、メタブロムサラン、メルブロミン、ジブロムサラン、
ラウリン酸グリセリル、ナトリウムおよび／または亜鉛ピリチオン、リン酸三ナトリウム
、（ドデシル）（ジエチレンジアミン）グリシンおよび／または（ドデシル）（アミノプ
ロピル）グリシン等が挙げられる。有用な第４級アンモニウム塩としては、例えば、塩化
物、臭化物およびヨウ化物といったハロゲン化物；スルフェート、メトサルフェート等、
ならびに、イミダゾリニウム塩などの複素環式イミドなどの水溶性アニオンを含むＮ－Ｃ
１０～Ｃ２４－アルキル－Ｎ－ベンジル－第４級アンモニウム塩が挙げられる。有用なフ
ェノール系殺菌薬としては、フェノール、ｍ－クレゾール、ｏ－クレゾール、ｐ－クレゾ
ール、ｏ－フェニル－フェノール、４－クロロ－ｍ－クレゾール、クロロキシレノール、
６－ｎ－アミル－ｍ－クレゾール、レソルシノール、レソルシノールモノアセテート、ｐ
－ｔ－ブチルフェノールおよびｏ－ベンジル－ｐ－クロロフェノールが挙げられる。視認
可能な黴コロニーの増殖の防止に有効であると公知である有用な抗菌剤としては、例えば
、３－ヨード－２－プロピニルブチルカルバメート、２－（４－チアゾリル）ベンズイミ
ダゾール、ジヨードメチル－ｐ－トリルスルホン、テトラクロロイソフタロ－ニトリル、
２－ピリジンチオール－１－オキシド（その塩を含む）の亜鉛錯体、ならびに、前述のも
のの組み合わせが挙げられる。液体コーティング組成物中の抗菌剤の典型的な濃度は、０
．００１～０．５重量％、より好ましくは０．００１～０．２重量％の範囲である。
【００４８】
着色剤または染料：
　本発明に有用な着色剤としては、染料および食品グレード顔料などの顔料が挙げられる
。卵の染色は、雛の血統を区別するために産業上の適用性を有する。具体的には、特定の
染料色は、雛を特定の血統から区別するために、または、卵処理を示すかもしくは区別す
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るためあるいはどの卵が被覆されたかを示すためなどの他の目的のために、液体コーティ
ング組成物に添加され得る。
【００４９】
　本発明に有用な染料としては、水溶性および不水溶性染料の両方が挙げられる。水溶性
染料は、本発明の水系中に容易に配合することが可能である。不水溶性染料は、本発明に
有用な抗菌性コーティング組成物中に分散または懸濁可能である油相中に包含させること
が可能である。本発明の目的のための有用な染料は、典型的には、可視光を吸収して、検
出可能な色の外観をもたらす有機化合物である。蛍光染料もまた、例えば、紫外光により
皮膜を可視化する目的のために用いられることが可能である。
【００５０】
　本発明において典型的に有用な染料は、食品、薬、化粧品および医療デバイスにおける
使用が認められた着色剤である。現在用いられている着色剤およびそのステータスを以下
に示す。食品において許可されている着色剤は以下のとおりである：（１）認可が必要な
もの：ＦＤ＆ＣブルーＮｏ．１、ＦＤ＆ＣブルーＮｏ．２、ＦＤ＆Ｃ　Ｇｒｅｅｎ　Ｎｏ
．３、ＦＤ＆ＣレッドＮｏ．３、ＦＤ＆ＣレッドＮｏ．４０、ＦＤ＆ＣイエローＮｏ．５
、ＦＤ＆ＣイエローＮｏ．６、シトラスレッドＮｏ．２、および、オレンジ（Ｂ）、（２
）認可が免除されているもの：ベニノキ抽出物、θ－アポ－８’－カロテナール、カンタ
キサンチン、カラメル、θ－カロチン、ニンジン油、コチニール抽出物（カルミン）、コ
ーン内乳油、脱水ビート（ビート粉末）、乾燥藻類粗粉、グルコン酸第一鉄、果汁、ブド
ウ色抽出物、ブドウ果皮抽出物、パプリカ、パプリカオレオレジン、リボフラビン、サフ
ラン、合成酸化鉄、センジュギク粗粉および抽出物、二酸化チタン、トーストされた部分
脱脂加工綿実粉、ウコン、ウコンオレオレジン、ウルトラマリンブルー、および野菜汁。
薬に許可されている着色剤（食品において許可されている着色剤を含む）もまた有用であ
り、これらは以下のとおりである（１）認可が必要なもの：ＦＤ＆ＣレッドＮｏ．４、Ｄ
＆ＣブルーＮｏ．４、Ｄ＆ＣブルーＮｏ．９、Ｄ＆ＣグリーンＮｏ．５、Ｄ＆Ｃグリーン
Ｎｏ．６、Ｄ＆ＣグリーンＮｏ．８、Ｄ＆ＣオレンジＮｏ．４、Ｄ＆ＣオレンジＮｏ．５
、Ｄ＆ＣオレンジＮｏ．１０、Ｄ＆ＣオレンジＮｏ．１１、Ｄ＆ＣレッドＮｏ．６、Ｄ＆
ＣレッドＮｏ．７、Ｄ＆ＣレッドＮｏ．１７、Ｄ＆ＣレッドＮｏ．２１、Ｄ＆ＣレッドＮ
ｏ．２２、Ｄ＆ＣレッドＮｏ．２７、Ｄ＆ＣレッドＮｏ．２８、Ｄ＆ＣレッドＮｏ．３０
、Ｄ＆ＣレッドＮｏ．３１、Ｄ＆ＣレッドＮｏ．３３、Ｄ＆ＣレッドＮｏ．３４、Ｄ＆Ｃ
レッドＮｏ．３６、Ｄ＆ＣレッドＮｏ．３９、Ｄ＆ＣバイオレットＮｏ．２、Ｄ＆Ｃイエ
ローＮｏ．７、Ｄ＆ＣイエローＮｏ．８、Ｄ＆ＣイエローＮｏ．１０、Ｄ＆ＣイエローＮ
ｏ．１１、および、Ｅｘｔ．Ｄ＆ＣイエローＮｏ．７。さらに、カンタキサンチン（ｃａ
ｎｔａｘａｎｔｈｉｎ）、βカロチン、クロロフィリン、および他の染料も公知である。
承認された染料に関するより詳細なリストおよび／または考察については、Ｄ．Ｍ．Ｍａ
ｒｍｉｏｎ，Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｕ．Ｓ．Ｃｏｌｏｒａｎｔｓ，Ｆｏｏｄｓ，Ｄｒ
ｕｇｓ，Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ　ａｎｄ　Ｍｅｄｉｃａｌ　Ｄｅｖｉｃｅｓ，Ｊｏｈｎ　Ｗ
ｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ　Ｉｎｃ．，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ（１９９１年）および米国連邦規
則コード，タイトル２１，パート７０ー８２を参照のこと。
【００５１】
追加の性能増強剤：
　前述の成分に追加して、本発明の組成物はまた、高品質のコーティング特徴をもたらす
１種または複数種の性能増強添加剤を含んでいることが可能である。
【００５２】
　これらは、適用中または皮膜またはコーティングの形成後の液体コーティング組成物の
不要な発泡（気泡）を予防するために、水ベースの系に推奨されている脱泡剤を含んでい
る。過度の泡は、生成物の要求される連続的な皮膜の形成を乱す可能性がある。
【００５３】
　コーティングの高い柔軟性および完全性をもたらすために、ポリエチレングリコールま
たはグリセロールなどの好適な可塑剤をコーティング配合物に添加することが望ましい場
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ール、約２００～約８００ｇ／ｍｏｌｅの平均分子量のポリエチレングリコールおよびソ
ルビトールが挙げられる。好ましい可塑剤の量は、液体コーティング組成物の重量の約１
．０重量％～約２０重量％であり、より好ましくは約５重量％～約８重量％である。
【００５４】
　本発明に有用な組成物はまた、粘度を高めるため、すなわち、組成物を濃縮して、適用
された水性処理またはコーティングの組成物がコーティング液のたれまたはたるみを起こ
さないよう防止するための、１種もしくは複数種のレオロジー変性剤もしくはレオロジー
剤を含有していることが可能である。有用である水溶性または水分散性レオロジー変性剤
は、無機または有機と区分けされることが可能である。有機増粘剤は、天然および合成ポ
リマーにさらに分けられることが可能であり、後者は、合成天然系および合成石油－系に
細分されることが可能である。無機増粘剤は、一般に、コロイド状マグネシウムケイ酸ア
ルミニウム（ＶＥＥＧＵＭ（登録商標））、コロイド状クレイ（ベントナイト）、または
、ヒュームドシリカまたは沈降シリカとされて大きい表面対サイズ比を有する粒子が形成
されたシリカ（ＣＡＢ－Ｏ－ＳＩＬ（登録商標））などの化合物である。使用される天然
ヒドロゲル増粘剤は、主に野菜由来の浸出物である。例えば、トラガントゴム、カラヤ、
およびアカシアガム；ならびに、カラゲナン、ローカストビーンガム、グアーガムおよび
ペクチンなどの抽出物；または、キサンタンガムなどの純粋な培養発酵生成物のすべてが
、本発明において潜在的に有用である。化学的に、すべてのこれらの材料は、錯体アニオ
ン性多糖類の塩である。適用される合成天然系増粘剤はセルロース系誘導体であり、ここ
で、直鎖無水グルコースポリマーの遊離水酸基は、エーテル化またはエステル化されて水
に溶解して粘性の溶液をもたらす物質のファミリーをもたらしている。この材料の群は、
アルキルおよびヒドロキシルアルキルセルロース、特に、メチルセルロース、ヒドロキシ
エチルメチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ヒドロキシブチルメチ
ルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、エチルヒドロキシエチルセルロース、ヒド
ロキシプロピルセルロース、およびカルボキシメチルセルロースを含む。増粘剤の他の好
ましい群は、商標登録されているＡｃｕｓｏｌ増粘剤（例えばＡｃｕｓｏｌ　８２３、Ｒ
ｏｈｍ　ａｎｄ　Ｈａａｓ，Ｐｈｉｌａｄｅｌｐｈｉａ，ＰＡ，ＵＳＡ）などのポリアク
リレート、および、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　９３４またはＣａｒｂｏｐｏｌ　Ａｑｕａ－３０
　Ｐｏｌｙｍｅｒ（Ｂ．Ｆ．Ｇｏｏｄｒｉｃｈ，Ｃｌｅｖｅｌａｎｄ，ＯＨ，ＵＳＡ）な
どのＣａｒｂｏｐｏｌ増粘剤を含む。ポリアクリレート増粘剤は、塗膜形成剤重量の約３
重量％以下の濃度で用いられることが可能である。増粘剤の混合物もまた採用されること
が可能であり、ここで、総量は、用いられる増粘剤および最終生成物の所望される粘度に
応じて約３重量％以下であることが可能である。この用途に対する他の可能性のある増粘
剤としては、デキストリン、コーンスターチ、および、商品名Ｌａｐｏｎｉｔｅ　ＸＬＧ
（Ｓｏｕｔｈｅｒｎ　Ｃｌａｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ，Ｉｎｃ．，Ｇｏｎｚａｌｅｓ，ＴＸ
，ＵＳＡ）で市販されているケイ酸ナトリウムマグネシウムなどの含水ケイ酸マグネシウ
ムが挙げられる。
【００５５】
　追加の任意の性能増強添加剤としては、コーティング配合物の保管寿命を延ばすための
酸化防止剤が挙げられる。一例はブチル化ヒドロキシトルエンである。
【００５６】
　少量（典型的には１重量％未満）のこれらの追加の材料を、水または他の成分を適切に
調節しながら添加することが可能である。任意の１種または複数種の前述の任意の成分の
混合物もまた利用可能であることが理解されるべきである。以下の表１には、本発明の組
成物であり得る特定の配合物がまとめられており、本発明による液体コーティング組成物
の官能性成分に関する濃度範囲が含まれている。これらの成分の量は様々であり得る（重
量％は液体コーティング組成物の重量基準である）。
【００５７】
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【表１】

【００５８】
コーティング組成物の適用：
　液体コーティング組成物は、流し込み、浸漬および噴霧を含む任意の手段により卵に適
用されることが可能である。卵は、本発明の液体コーティング組成物の適用の前に水性溶
剤で１回または複数回すすがれることが可能である。皮膜またはコーティングが適用され
て、卵に連続的なおよび／または均質な層が達成される。本発明の一実施形態においては
、静電噴霧器を用いて表面を被覆することが可能である。静電噴霧器は高い電位を介して
水性コーティング組成物にエネルギーを付与する。このエネルギーが水性コーティング組
成物を霧状にすると共に帯電させて、微小で耐電された粒子の噴霧を形成する。静電噴霧
器は、Ｔａｅ　Ｉｎ　Ｔｅｃｈ　Ｃｏ．，Ｓｏｕｔｈ　ＫｏｒｅａおよびＳｐｅｃｔｒｕ
ｍ，Ｈｏｕｓｔｏｎ，ＴＸ，ＵＳＡなどの供給者から容易に入手可能である。
【００５９】
　本発明の他の実施形態において、無気噴霧ノズルまたはスプレーガンを用いて目標表面
を被覆することが可能である。無気噴霧ノズルまたはガンは、液体を送り出し、および、
霧状にするために、圧縮空気ではなく高い流体圧力を用いる。この液体は、典型的には３
０～４５０ｂａｒの範囲の圧力で流体ポンプにより供給される。コーティング液体が流体
ノズルをこの圧力で出る際、コーティング液体はわずかに膨張して、噴霧される空気と衝
突しなくても小さい小滴の霧状になる。ノズルを出るコーティング液体の高い速度がこれ
らの小滴を目標表面に向けて推進させる。
【００６０】
　コーティング溶液の霧状化は、卵殻の外表面などの目標領域に薄膜が均質に適用される
ように選択される。
【００６１】
　一般に、コーティングは、皮膜を形成するために、約５分間超にわたって硬化または乾
燥させられる。このコーティングは、所望される用途に応じて、乾燥される前に、または
、その後の任意の時に除去されてもよい。乾燥時間は、湿度および温度などの環境条件を
含む多数の要因に部分的に応じることとなる。乾燥時間はまた、適用されたコーティング
の厚さに応じることとなる。
【００６２】
　適用されおよび乾燥された皮膜の厚さは、多様な要因に依存することとなる。これらの
要因としては、皮膜形成剤の濃度、レオロジー制御添加剤および／または他の添加剤の濃
度、ならびに、適用温度および湿度が挙げられる。皮膜厚さおよび皮膜均一性もまた、少
なくとも部分的に、流体送出、噴霧孔径、空気圧力または無気適用の場合にはピストンポ
ンプ圧力、および、噴霧アプリケータの目標表面に対する距離などの適用器具のパラメー
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タに依存する。従って、液体配合物は、所望の皮膜厚を達成するために調整されてもよい
。所望される厚さは、約０．０００５～約０．１ｍｍであり得る。コーティングは、実質
的に連続的であるよう適用されることもまた所望される。
【００６３】
　液体コーティング組成物は、卵よりも暖かい温度で適用されるべきである。液体コーテ
ィング組成物の温度が卵の温度未満である場合、コーティング溶液は、卵に吸い込まれお
そらく卵を汚染してしまう可能性がある。通常、液体コーティング溶液の温度は、卵より
もおよそ少なくとも約５℃暖かい。卵の温度に応じて、コーティング溶液の温度は約１５
℃～約５６℃であることが可能である。コーティング温度はまた、適用中の粘度の低下を
促進させるために、適用を容易にする。これは、実質的に連続的なコーティングの適用を
容易にし、これは、卵の高い生産性の達成を促進させる。溶液の温度はまた、より冷たい
溶液はより粘性であってより厚いコーティングをもたらすこととなるため、コーティング
の厚さに影響を与える。好ましくは、コーティング組成物は、産卵されてから０（直後）
～約７２時間の鳥卵に適用される。
【００６４】
液体コーティング組成物の除去：
　卵の外表面にいったん適用された液体コーティング組成物は卵上に保護皮膜を形成する
。この皮膜またはコーティングは容易に除去可能である。卵コーティングは、孵化のため
の卵の孵卵の前に水溶液ですすがれて、コーティングが除去されてもよい。このすすぎは
、コーティングへの水溶液の適用によって達成されることが可能である。溶液または水の
適用は、単純なすすぎまたは卵への噴霧により達成されることが可能である。すすぎはま
た、追加の機械的力によるすすぎを促進させる噴霧ノズルの使用により達成されることが
可能である。さらに、温和な添加剤が利用されて、または、水溶液と混合されて、通例用
いられる酸または塩基、キレート剤または洗剤を含む皮膜形成剤または水－分散性薬剤の
可溶化または分散を補助することが可能である。このすすぎはまた、自動化されたまたは
ロボットシステムにより実施されることが可能である。
【００６５】
　液体コーティング組成物の適用の前に、卵殻の外表面に同一のすすぎが適用されてもよ
い。この「前すすぎ」は、汚染物または汚れの除去の促進を補助し、および、卵を液体コ
ーティング組成物の適用のために準備し得る。
【００６６】
卵生産性：
　本明細書に記載の方法および組成物は、高い孵化場生産性をもたらす。高い生産性とは
、有害な条件が含まれ得る卵の保管および輸送後の、孵化率、生存可能性、健全性、丈夫
さおよび雛の生存可能性を高めることを指す。高い生産性に関するメカニズムは、孵卵ま
たは卵質に対して悪影響が及ぼされない、液体コーティング組成物による卵殻の機械的補
強、ならびに、汚染および有害な環境条件に対する保護を含む。
【００６７】
　品質および生産性は、定性的に、かつ、定量的に計測され得る。卵白高は卵の健全性の
指標である。卵白がより濃密であるほど、卵中で卵黄はより高くなり、卵がより健全であ
ることを示している。卵白高を計測値として用いることで、本明細書に記載の方法および
組成物は、高い品質の卵をもたらし、これにより、特に、様々な長さの期間の保管期間お
よび輸送期間にわたる卵生産性を高められていることが示されている。
【００６８】
　ハウ単位は、卵の内部品質の指標である。数値が高いほど卵の品質が良好であることを
意味する。
【００６９】
　ハウ単位（ＨＵ）は以下のとおり定義される。
　ＨＵ＝１００ｌｏｇ10（ｈ－１．７ｗ0.37＋７．６）
式中、：ｈ＝ミリメートルでの観察された卵白高であり、ｗ＝グラムでの卵の重量である
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。
【００７０】
　ハウ単位を用いることで、本明細書に記載の方法および組成物は、高い品質の卵を提供
し、これにより、特に様々な長さ時間の保管期間および輸送期間を過ぎても卵生産性が増
加することが示されている。
【００７１】
　保管および輸送は、卵孵化場ビジネスには不可欠である。孵化場ビジネスは、ニワトリ
の飼育を含めて、過去５０年、はっきりと変化してきている。かつては鳥は地元で育てら
れ、地元で孵化されており、従って、保管の必要性は最低限であった。保管期間および輸
送期間は、卵の産卵から孵卵器に入れられるまでの間の時間と定義され得る。保管期間お
よび輸送期間の最中、これらの卵は、１２℃～２０℃の特定の温度に維持されているべき
である。この時間の中には、飼育場での保管、分配センターへの輸送、分配センターでの
保管、おそらくは孵化場への輸送、および、卵が孵卵器に入れられるまでの孵化場での保
管が含まれる。これらの種々の保管、輸送および輸送センターの位置はかなり遠距離であ
り得、異なる大陸でさえあり得る。保管および輸送の最中に卵生産性を維持または高める
ことが、それ故、孵化場の成功のためにかつてないほどに必要とされている。本発明の方
法においては、被覆された卵は、孵化のための卵の孵卵の前に１～約３０日間保管可能で
ある。
【００７２】
　本明細書に開示されていると共に特許請求されている方法および組成物のすべては、本
開示を鑑みるに、過度の実験を必要とせずに形成および実施されることが可能である。本
開示の方法および組成物を本発明の種々の態様および好ましい実施形態の観点で記載して
きたが、組成物および方法、ならびに、本明細書に記載の方法のステップにおける変形、
または、一連のステップに対する変形が、本発明の概念、趣旨、および、範囲から逸脱す
ることなく適用可能であることは当業者に明らかであろう。より具体的には、同一または
同様の結果が達成されるであろう場合は、化学的に関連している特定の薬剤を、本明細書
に記載の薬剤について置き換えることが可能であることは明らかであろう。当業者に明白
なすべてのこのような類似の置換および変更は、添付の特許請求の範囲に定義されている
本発明の趣旨、範囲、および、概念の内であるとみなされる。
【実施例】
【００７３】
　本発明を以下の実施例においてさらに定義する。これらの実施例は、本発明の特定の好
ましい実施形態を示すが、単なる例示のために記載されていることが理解されるべきであ
る。上記の考察およびこれらの実施例から、当業者は、本発明の重要な特徴を確認するこ
とが可能であり、その趣旨および範囲を逸脱することなく、種々の用途および条件に合わ
せるために、本発明の種々の変形および変更を成すことが可能である。
【００７４】
略語：
　以下の実施例においては、「摂氏度」は「℃」と略記されており、「ミリパスカル秒」
は「ｍＰａｓ」と略記されており、「ミリグラム」は「ｍｇ」と略記されており、「リッ
トル」は「Ｌ」と略記されており、「ミリメートル」は「ｍｍ」と略記されており、「回
転／分」は「ＲＰＭ」と略記されており、「測定せず」は「ｎ．ｄ．」と略記されており
、「重量パーセント」は「重量％」により示され、「パーセント」は「％」により示され
、「モルパーセント」は「モル％」により示され、「ミリニュートン／メートル」は「ｍ
Ｎ／ｍ」により示され、「グラム／モル」は「ｇ／ｍｏｌ」により示されている。
【００７５】
薬品供給者：
　Ｅｌｖａｎｏｌ（登録商標）５１－０４はＥ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕ
ｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ，ＵＳＡ）製であった。ポ
リエチレングリコール３００はＤｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ（Ｍｉｄｌａｎｄ，ＭＩ，ＵＳ
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Ａ）製であった。ＦＤ＆ＣブルーＮｏ．１染料はＰｙｌａｍ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ（Ｔｅｍ
ｐｅ，ＡＺ，ＵＳＡ）製であった。ＢＴＣ（登録商標）８８５はＳｔｅｐａｎ　Ｃｏｍｐ
ａｎｙ（Ｎｏｒｔｈｆｉｅｌｄ，ＩＬ，ＵＳＡ）製であった。Ｓｉｌｗｅｔ　Ｌ－７７は
Ｓｅｔｒｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｍｅｍｐｈｉｓ，ＴＮ，ＵＳＡ）製で
あった。
【００７６】
実施例１
　液体コーティング組成物は、多数の方法で適用されることが可能である。形成されるコ
ーティングの品質は、コーティング溶液の温度、コーティング溶液の粘度および卵表面の
温度に応じることとなる。コーティング溶液が暖かいほど、その粘性は低くなり、コーテ
ィングはより薄くなり得る。溶液が冷却されるに伴って、コーティングは様々な厚さの皮
膜を形成する。液体コーティング組成物の特定の成分の量が液体コーティング組成物の粘
度に影響し得る。この効果を利用して、適切なコーティングを卵の外表面に適用して生産
性を高めることが可能であるよう、コーティング特性の利益を享受することが可能である
。
【００７７】
　液体コーティング組成物Ａ、ＢおよびＣを生成し、これらの組成物の粘度を、２０℃お
よび５０ｒｐｍで、ブルックフィールド粘度計、モデルＤＶ－ＩＩ＋Ｐｒｏおよびスピン
ドルＮｏ．ＳＣ－１８（Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｌａｂｏｒａ
ｔｏｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．，Ｍｉｄｄｌｅｂｏｒｏ，ＭＡ，ＵＳＡ）を用いて計測した。
【００７８】
　液体コーティング組成物ＢおよびＣの表面張力を、ＫＲＵＳＳ　Ｋ１１張力計（Ｋｒｕ
ｓｓ　Ｈａｍｂｕｒｇ，Ｇｅｒｍａｎｙ）を用いてＷｉｌｈｅｌｍｙプレート法により２
４℃で計測した。報告した表面張力値は１０個の個別の計測値の平均である。
【００７９】
　表２は、Ｅｌｖａｎｏｌ（登録商標）５１－０４（皮膜形成性コーティング剤）の量が
、液体コーティング組成物の粘度および表面張力にどのように作用するかを示している。
コーティング組成物ＢおよびＣの表面張力は界面活性剤をまったく含まない水の表面張力
の４８～５２％の範囲内である。
【００８０】
【表２】

【００８１】
実施例２
　８４９個の種鶏種卵（Ｈｅｒｉｔａｇｅ　Ｘ）をテストにおいて用いた。卵は１日前に
産卵されていた。卵を品質について検査した（通常は、割れ、凹凸または他の奇形がある
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卵は孵化場運営での通常の実施として除去される）。未処理の対照として指定した２１０
個の卵を除き、残りの６３９個の卵を表３中の液体コーティング組成物ＡまたはＢで被覆
し、孵卵器用トレイに入れた。液体コーティング組成物は２９～３８℃の温度に加熱した
。卵の外表面へのコーティング組成物の適用では、液体コーティング組成物を卵上へ注い
で、卵表面の完全な被覆を達成した。液体コーティング組成物が乾燥した後、卵のすべて
のトレイを計量した。条件２および３で被覆した卵は、これらを約２９～約４１℃の温度
の蒸留水を含有する水浴中に入れ、６０秒間（コーティングＡ）または９０秒（コーティ
ングＢ）かき混ぜることによりすすいだ。コーティングＢはより厚いコーティングを有し
ており、すすぎにより長い時間がかかった。１日目の卵を２１日間孵卵器に入れた。
【００８２】
　次の日、９０個の未処理の卵および３７１個の被覆された卵を孵卵器に入れた。残りの
卵は卵保管クーラーに２０℃で２０日間置いた。
【００８３】
　用いたテスト条件が表４にまとめられている。２１日間の保管の後、条件２および３か
らの被覆された卵を、孵卵の前にこれらを約２９～約４１℃の温度の蒸留水を含有する暖
かい水浴中に入れ６０秒（コーティングＡ）または９０秒（コーティングＢ）かき混ぜる
ことによりすすいだ。コーティングＢはより厚いコーティングを有しており、すすぎによ
り長い時間がかかった。２１日目の卵を孵卵器に２１日間置いた。古い卵は孵化までによ
り長い時間がかかることが可能であるために、これは実際には約２３日間必要であった。
【００８４】
　表５に示されている結果は、被覆された卵の孵化率の増加を実証した。これらの条件下
での卵コーティングの除去は対照と比して卵の孵化率の増加をもたらした。
【００８５】
【表３】

【００８６】
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【表４】

【００８７】
【表５】

【００８８】
実施例３
　孵卵の前に卵をすすぐ必要性は、卵に適用される時の液体コーティング組成物の温度に
応じて変わることが見いだされた。これは、実施例２（表７）からの孵化率データをこの
実施例３（表８）からのデータと比較することにより示された。同一のコーティング組成
物を、表６に示されている実施例の両方において用いた。
【００８９】
　表７中のデータは、約２９～約４１℃の温度でコーティング組成物を卵に適用した時の
孵化率を示す。少なくとも６重量％ポリビニルアルコールを含有するコーティング組成物
については、卵をすすがなかった場合には孵化数はきわめて低かった（この実施例におい
ては０～７％）。
【００９０】
　表８中のデータについては以下の実験を実施した。１９２個の繁殖卵（Ｒｏｓｓ／Ａｖ
ｉａｇｅｎ）を回収した。これらの卵を約１２５ｍＬの液体コーティング組成物を４９℃
に加熱し、これを各卵に注ぐことにより個別に被覆した。４８個の卵を各配合物で処理し
、１３℃で保管した。これらのうち、各コーティングの２４個の処理済みの卵を次の日に
保管から取り出し、１２個の卵の２つの群に分けた。１２個の一方の群を水ですすいだ。
他の１２個はすすがなかった。各条件の２４個の卵を孵卵器中に入れた。１８日間の後、
卵を孵化バスケットに移した。卵を孵化させ、評価を行った。１４日間の保管の後、残り
の卵を取り出し、上記と同様に処理した。
【００９１】
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　相対的に、表８中のデータは、少なくとも６重量％ポリビニルアルコールを含有するコ
ーティング組成物は、４９℃に加熱された場合、孵化率に全くまたはほとんど悪影響を及
ぼすことなく、孵卵の最中にも付けたままにしておくことが可能であることを示した。
【００９２】
　より冷たいコーティング溶液は粘性が高く、従って、より厚いコーティングが形成され
た。いずれかの１つの特定の理論には限定されないが、より厚いコーティングは卵とその
外部環境との間の気体交換を低減させ、これが、卵の孵化率の低下をもたらしたと考えら
れている。
【００９３】
【表６】

【００９４】
【表７】

【００９５】
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【表８】

【００９６】
実施例４
　４８個の繁殖卵（Ｒｏｓｓ／Ａｖｉａｇｅｎ）を回収し、孵化場に移し、ここで、これ
らを２０℃で保管した。次の日、卵を、約１２５ｍＬの表９に記載の液体コーティング組
成物を４９℃に加熱し、これを各卵上に注ぐことにより個別に被覆した。２４個の卵を各
配合物で処理し、保管した。次の日、各コーティングの１２個の処理した卵を水ですすい
だ。各条件の１２個の卵を孵卵器中に入れた。１８日間の後、これらの卵を孵化バスケッ
トに移した。卵を孵化させ、評価を行った。
【００９７】
　各コーティングの他の１２個を、２０℃で、さらに２０日間保管した。２０日間の後、
これらを保管から出し、上記のとおり処理した。テスト条件は表１０にまとめられている
。
【００９８】
　表１１に見ることが可能であるとおり、界面活性剤（この実施例においてはＳｉｌｗｅ
ｔ　Ｌ－７７）が、卵が特定の期間にわたって保管される場合には重要であることが証明
された。
【００９９】
　界面活性剤の添加は、孵化率の向上を実証した。いずれかの１つの特定の理論には限定
されないが、界面活性剤の添加は、コーティング液体と卵との間の濡れ性挙動を向上させ
、これが向上した孵化率をもたらしたと考えられている。
【０１００】

【表９】

【０１０１】
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【表１０】

【０１０２】
【表１１】

【０１０３】
実施例５
　種鶏種卵（Ｈｅｒｉｔａｇｅ　Ｘ）をテストにおいて用いた。これらの卵は産卵されて
おり、約２０℃の温度で一晩保管されていた。卵は上記のとおり品質について検査し、孵
卵器の平板に置いた。コーティング組成物（表１２）を約２９～約３８℃の温度で加熱し
た。
【０１０４】
　Ｓｕｒｅｐｉｐ商業用洗卵器（Ｓｕｒｅｐｉｐ，Ｄａｌｌａｓ，ＧＡ，ＵＳＡ）を用い
て、卵にコーティング溶液を噴霧した。噴霧器は：洗浄ゾーンおよび衛生化ゾーンの２つ
のゾーンを有している。洗浄ゾーンは、十分な漂白剤（５重量％）で２００ｍｇ／Ｌの塩
素の残存濃度とされた６５リットルの水道水を含有していた。水は再利用した。衛生化ゾ
ーンを用いてコーティングを卵に適用した。
【０１０５】
　１組の卵を、洗浄ゾーンを用いていなかった間に、洗卵器の衛生化ゾーンにおける噴霧
バーのみを用いて被覆した。卵の他の組については、洗浄ゾーンもまた用い、従って、卵
は洗浄ゾーンで洗浄し、衛生化ゾーンで被覆した。
【０１０６】
　コーティングが乾燥した後、卵のすべてのトレイを計量し、卵を約１５℃で、１、７、
１４、および２１日間保管した。
【０１０７】
　保管した後、被覆された卵を洗卵器ですすいだが、ここで、洗浄水は約４２～約４６℃
の温度を有していた。衛生化ゾーンの噴霧バーは、５ｍｇ／Ｌの塩素を含有する新しい水
を噴霧した。すすいだ後、卵は、孵卵器中に２１日間入れる前に、乾燥させた。これは、
１４日間保管された卵については約２２日間必要であり、より古い卵は孵化により長い時
間がかかることが可能であるため、２１日間保管された卵については２３日間必要であっ
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【０１０８】
　表１４にまとめられている結果は、未処理の対照例と比して処理した卵の高い孵化率を
示した。
【０１０９】
　卵白高は卵の健全性の指標である。卵白がより濃密であるほど、卵中で卵黄はより高く
なり、卵がより健全であることを示している。表１５は、卵の健全性の向上を示した。
【０１１０】
　卵の内部品質を既述のとおりハウ単位により計測した。より大きい数字が卵のより良好
な品質を意味する。表１６中のデータは、未処理の対照例と比した卵質の向上を実証した
。
【０１１１】
【表１２】

【０１１２】
【表１３】

【０１１３】
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【表１４】

【０１１４】
【表１５】

【０１１５】
【表１６】
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